
令和6年1月26日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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Ｃ

Ａ

４：

90%
以上

Ｄ

３：

80％
以上

【生徒・保護者による学
校生活・家庭生活アン
ケート】

「朝食はきちんと毎日
食べている」
「学校での活動を通じ
て体力が向上してい
る」のアンケートの肯定
的な回答の割合

Ａ

２：

70%
以上

１：

70%
未満

【生徒・保護者による学
校生活・家庭生活アン
ケート】

「毎日の授業を真剣に
受けている」
「授業は楽しく、わかり
やすい」のアンケートの
肯定的な回答の割合

3

Ｃ

Ｄ

３：

80％
以上

２：

70%
以上

4

5

B・朝食を食べている生徒が90％を超
えているので、さらに増やせるように
する。
・「早寝・早起き・朝ごはん」や「体力
向上の取組」を推進し、健康に対して
の意識を高める指導を行う。

7

5

目標に対する成果指標

２：

70%
以上

４：

90%
以上

1

2

2

Ｂ

３：

80％
以上

２：

70%
以上

４：

90%
以上

学校関係者記入欄

4
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令和５年度　大田区立南六郷中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

■生徒数：５４３名　学級数：１５学級（第１学年：５学級　第２学年：５学級　第３学年：５学級）　教員数：２８名
「今年度の重点目標と方策」
◎３年間を見通した系統的な指導の推進
（１）基礎学力の定着と学力向上、規則正しい生活習慣が身に付く学校を目指す。（２）生徒一人一人が活躍できる学校を目指す。（３）地域社会に貢献できる生徒を育てる学校を目指す。

【生徒・保護者による学
校生活・家庭生活アン
ケート】

「きちんとあいさつがで
きている」
「きまりを守ろうとして
いる」
「学校生活は楽しい」
「自分には良いところ
がある」
「生徒の言葉づかいや
あいさつ等の生活習慣
は向上している」のアン
ケートの肯定的な回答
の割合

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。
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ン
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学
校
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庭
・
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域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

1

プ
ラ
ン
５
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あ
る
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づ
く
り

【生徒・保護者による学
校生活・家庭生活アン
ケート】

「保護者に学校だより
や学年だより、学校HP
や緊急連絡システム等
で学校の様子を伝えて
いる」
「本校のPTAは学校行
事等で、よく活動してい
る」「学校は地域の力を
子どもたちの教育に活
かしている」のアンケー
トの肯定的な回答の割
合

【生徒・保護者による学
校生活・家庭生活アン
ケート】

「本校の授業は生徒に
とって分かりやすい」
「ＩＣＴを効果的に活用し
た授業が進められてい
る」
「サポートルームの充
実を図り、特別支援教
育を推進している」のア
ンケートの肯定的な回
答の割合

４：

90%
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・まなびポケット保護者連絡機能を活
用し、保護者に学校の様子をさらに
伝えていけるよう努める。
・次年度は地域学校コーディネーター
と連絡を取りながら、地域との連携を
図りたい。

・青少対では、ボランティアに参加してくれた子ども達に「ボラ
ンティア証明書」を希望する３年生に発行しています。
・PTA活動の充実、地域の力の活用のマイナスの原因につい
て、探ることが必要です。保護者に情報が伝わってないことで
評価が下がることがあります。
・南中の学校だよりはカラフルで、視覚的にもまとまりよく、家
庭で見られるだろう。地域の力を子どもに理解させるため事業
参加も望ましい。
・もっと連携を取って、よい学校にしていければと思う。
・積極的に緊急連絡システムを活用し、情報発信をおこなって
いることは評価できる。コロナ禍以降、PTA活動も停滞してい
るので、今後のPTAのあり方については、学校と連携しながら
検討していく必要があると考える。
・もっと地域の力を借りてよいと思います。
・成果指標は「３」でいいと思っています。保護者の見えない所
で学校とPTAが頑張っている姿を私は見ています。
・地域コーディネーターと連携して地域の結びつきを増やして
ほしい。
・学校だより、学年だよりを親に渡さない生徒、見ない保護者
がいるのではないでしょうか？永遠の課題ですね。
・私たちも積極的に学校を見守り続けたい。
・PTAは保護者へ活動内容が伝えれるよう改善します。
・まなびポケットが活用されていなかったが、学校からのお知
らせメールがとても助かった。
・HPも改善され、「学校の様子」で活動を知ることができるよう
になった。おそらくあまり知られていので、宣伝するとよい。た
まには、イベント以外の日常生活もあってほしい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3

2

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

３：

80％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

3

4

3

3

２：

70%
以上

１：

70%
未満

Ａ

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

3

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：

70%
未満

3

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

2

3

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

2

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・生徒の3/4は「授業がわかる」としているので個人差もあるの
では。習熟度別の取組や復習でのタブレット活用は有効だと
感じる。図書室の自習室開放は行われているのか。中学校で
は難しいのだろうか。
・わからない場面にあっても、積極的に質問することは他の生
徒にもその利点を共有することになる。
・しっかり授業を聞いている生徒もいましたが、聞いていない
生徒もいました。
・２年・３年の生徒は比較的真剣に授業を受けていると感じる
が、１年生の特定のクラスでは集中できていない生徒がかな
り多いと感じた。個々の生徒の学習意欲を高めていく上でも、
もう少し生徒と向き合う必要があると感じた。
・塾なしでも安心できる学力を学校内でつけられるようになる
ことを期待したい。
・教室の限られた空間では真剣に授業を受けていても周りに
気を取られ、結果的に授業内容がわかりにくくなっていない
か。落ち着いて授業が受けられるように頑張ってください。応
援します。
・授業内容をより生徒に関連付け、興味や好奇心を引き出す
方法を模索する。生徒手動のプロジェクトを導入するなど参加
と協働を促す。
・授業公開の授業では、生徒のみなさんが授業に取り組むこ
とができていたと思います。ICTの活用で授業内容にいろんな
アプローチができるようになり、すばらしいと感じた。見ていて
楽しそうです。でも大人はICTのない頃と比べており、生徒は
そろそろ「あってあたりまえ」になるので、これからが力の見せ
所になりそう。

・真剣に授業を受けている生徒が多
い一方、なかなか集中しきれない生
徒もいる。
・生徒が主体的に取り組み、その結
果「わかりやすい授業」にすることが
今後の課題である。

4

3

3

４：

90%
以上

3

4

Ａ

Ｂ

1

Ｃ

Ｄ

4

6

B

１：

70%
未満

・自己肯定感の低い生徒には生徒の回りが注意してほしい。
先生の何気ない一言に傷ついている生徒が多い。（保護司と
して中高生から聞いた意見）
・家庭との連携が不可欠。家庭内での自分の役割の強化が必
要ではないのだろうか。勉強だけ、部活だけしていればよいと
いう家庭があると聞く。その中で自己肯定感を上げるのは困
難である。
・あいさつは人との基本交流の原点。人格を知ってもらうこと
になる。
・あいさつをしたが返ってこない生徒が多かった。
・世の中でも自己肯定感の低下が課題となる中で、７割の生
徒が自分の良いところを見つけられている点は、大変評価で
きる。「きまりを守ろうとする生徒」が多い反面、守らない生徒
がかなり目立っているようにも感じる。
・先生方も明るめの声であいさつができるとよいと思います。
「挨拶」は根気よく指導することが大事だと思いますので、お
願いします。
・「運動会」「ぶどう祭」が充実したものになっている割合が増
えてきているので、仲間と協力する気持ちが高くなってきてい
ると思う。
・生徒の自己肯定感が高く、規則を守る意識もしっかりしてい
る。さらに高める教育を。
・きちんと挨拶ができていると答えている（生徒）割合が90％と
高いので、生徒は取組んでいると思われる。大きな声で元気
よく？相手に伝わるかということなのか？と思います。
・自分からあいさつができる生徒はあまりいない。あいさつを
返す生徒は学校の指導の成果だと思うが、自分からする生徒
は指導によるものではないように感じる。
・自分で判断し行動するよう求められる場面が多かったが、生
徒同士がうまくいっていない時は負担が大きい。うまくフォロー
し、支えてほしい。

・型にはめ込まないで、バナナ１本、スープ１杯でもよい。
・中学時は身体能力の一段と進展するので、基本生活を守る
指導は良いことです。
・朝食を食べている生徒が90％を超えているのは良いことだと
思う。
・コロナ禍以降、子どもたちの体力低下が課題となっている
が、学校での活動を通じた体力向上に取り組んでいる点は評
価できる。朝食の摂取は、親の責任。PTAだよりなどを活用し
て、広報していくことも大切だと感じた。
・体力＝健康だと思うので、睡眠と食事の指導もかねて指導し
てもらえるとよい。
・成長期の生徒の体力のもとは食なので継続していただき、
体を休める「睡眠」も大事にしてほしいです。
・朝食をとる習慣があるのは素晴らしい。全員が食事を摂る環
境を目指すべき。
・おたよりでは情報提供をしっかりされている。意識の低い生
徒を動かすためには、生徒が興味をもって「始めてみたい」と
思えるような情報を提供するとよいと思う。朝食や運動の有用
性はあらかた理解していると思う。

・不登校の生徒にも、授業に参加できるようにタブレットを使っ
たオンラインで対応していると前回の協議会で伺いました。生
徒のみなさんが安心して学べる学校、先生方の努力であるの
ではないでしょうか？
・授業参観増加で保護者の意見を取り入れ、授業改善してほ
しい。
・「学校だより」が保護者に渡っているか？生徒が渡し忘れて
いないか？（それはそれで問題だが）学校公式のSNSがあれ
ば（無いのはわかっていますが）、短時間動画等で紹介できな
いか。
・教員の指導力の向上はまだまだ改善の余地があると思いま
す。（教員の雰囲気が暗くなった気がします）
・学校で様々な課題がある中、保護者が学校に足を運ぶ機会
を増やすことはとても大切である。SRや特支教育の広報につ
いても、積極的にお願いをしたい。
・生徒からも意見を聞いて、わかりやすい授業を行ってほし
い。
・ICT教育は国策でもあり、指導側は一歩でも二歩でも前進し
取得、家庭に具体的に報告する。
・生徒ひとりひとりが自由に意見を言え、まず誉めることから、
誉める→楽しい→授業に興味となると思います。
・授業の感想はアンケートではあまり意見が集まらないのでは
ないか。継続もしつつ、別の方法も実施するとよいと思う。
・差支えのない範囲で、サポートルームも参観できるとよい。
・指導に必要な場面では生徒に触れることも必要。それをハラ
スメントと呼べば満足のいく教育などできないと、生徒も保護
者も学校も忘れないでほしい。

4

2

3

3

4

・あいさつやきまりを守ることについ
て、生徒の意識は高いので、継続す
る。
・「自分にはよいところがある」という
回答が７割なので、自己肯定感を高
める指導を様々な場面で行う。

3

3

2

・授業参観の機会を増やし、保護者
に授業の感想をいただきながら、授
業改善を行う。
・サポートルームや特別支援教育に
ついての活動を保護者に紹介できて
いないので、学校だより等を通じて、
紹介する

３：

80％
以上

２：

70%
以上

１：

70%
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

【生徒・保護者による学
校生活・家庭生活アン
ケート】

「学校行事や部活動、
委員会などを通して、
生徒一人一人が活躍
できる教育活動が進め
られている」「ＩＣＴを活
用した授業はわかりや
すく、楽しい」のアン
ケートの肯定的な回答
の割合

４：

90%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

・授業風景を見ていると十分に活用しているように見える。そ
れを利用して発展した授業になるとよい。
・アクティブな活動への指針が見受けられる。
・黒板横のモニタが見づらく、生徒からの意見はないのかと
思った。
・一人一人に目が向けられた教育活動を多くの保護者が評価
する反面、「授業が楽しくわかりやすい」と感じている生徒の割
合が低下していることから、タブレットの活用については、課
題があると考える。生徒からも、どんな授業が魅力的なのか
等、意見を吸い上げていただきたい。
・ICTを活用することも良いが、直接コミュニケーションをとるこ
とも大切かと思います。
・前の年代では「わかりやすかった」かもしれないが、この年代
は「わかりづらい」かもしれない。試行錯誤が続きますが、頑
張ってください。
・改善の余地があると思います。タブレットを使用した協働学
習やプロジェクトベースの活用、生徒が主体的に活動するた
めのプログラムの開発などが必要。
・タブレット端末を使用した授業では先生方の教材研究の努
力が見られますので、今後とも活用していただければと思い
ます。
・タブレットの活用により調べることが上手になった。しかし、
書籍での調べものにも利点があるので、使い分けられるよう
になってほしい。
・目立たない生徒のがんばりを、うまく他の生徒に伝えてほし
い。
・時間の許す限りいろんな場面で生徒と会話して、先生の思い
を伝えるとよいと思う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

80％
以上

Ｂ 7

Ｃ 3

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

１：

70%
未満 Ｄ

2

・効果的に生徒用タブレット端末を活
用し、わかる授業・楽しい授業づくり
に取り組む。
・生徒が主体的に活動できる場を設
け、生徒が活躍できる場面を増や
す。

Ａ 2


